
その他の商業－その他における動作の反動無理な動作災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
9～

10

社内のウェアをセットする作業所でウェア袋（スキーウェア10着～12着入）を台

車に積み上げて移動する際に、足に痛みを感じ、同じ作業を継続して出来なくなっ

た。

68

30

～

49

2 7~8
お店の外で、重い荷物（玉葱20㎏の箱）を運び置こうとした時、足を真っ直ぐに

し腰を曲げた状態となり、腰に急激に痛みを感じた。
33 ―

3 10~11
事務所フロア内にて、床に落ちていたユニフォームの管理テープを拾おうと屈んだ

際、腰に痛みが生じた。
24

30

～

49

3 10~11
当事業場、（フィットネスジム）において、サーキットレッスン指導中、指導用ス

テップ台（高さ13.5cm）から右足で着地するときに右足を捻り、負傷した。
31

50

～

99

3 11~12

得意先の工場に鉄スクラップを回収に行き、回収が終わり、集積箱

（200×100×70㎝）の横蓋（100×100㎝）重さ約30㎏を締めるために持ち上げた

とき、右肩に強い痛みがはしり、力が入らなくなった。

68
1～

9

3 16~17
作業場の出庫でピンA20の数を数えて袋づめしてパレットに入れている時、右腕の

右下腹をねじり痛くなり、結果肋骨にヒビが入った。
72

10

～

29

3 12~13
物件立会時、工具を社用車へ取りに戻る際に物件共用の階段を下りた時、右足首を

捻った。
41

1～

9

300



4
9～

10

マンション裏手の土手で草むしり作業をする際、長時間無理な姿勢をとり続けて腰

を痛めた。
67 ～

499

4
16～

17

自社整備ヤード内にて、6T積大型クローラーダンプの荷台を修理溶接作業中に、

長時間しゃがみ込んだ状態で作業しており、立ち上がり移動しようとした時、足元

がでこぼこで不安定だった為左足をひねってしまい、左膝の半月板を損傷した。

29

10

～

29

5
10～

11

所属する店より、レンタカー営業車輌を回送中、交差点で赤信号の為停車していた

ところ、後方より追突され、頚椎および腰椎捻挫の負傷をした。
34

1～

9

6
10～

11

第5工場内の作業場にて、仕上げの為のグラインダー（電動工具、サイズ100）作

業中、突然右手に強い痛みを感じた。 手を離したが、指が曲がったまま伸びな

かったので、無理やり伸ばしてみると、強い痛みとともに「バキッ」と指が伸び

た。 翌日、病院で治療したが、その後も指を曲げると伸びなくなるようになっ

た。 夏季休暇中、自宅で再び痛みを感じ通院したところ、レノイー症状があるの

で手術が必要であると診断された。

43

30

～

49

6
10～

11

ドリンクをパントリー内の冷蔵庫で保冷するためにパントリーに入室した際、足元

が暗く、湿っていることに気づかず滑ってしまい、足を捻ってしまった。
44 ―

6
18～

19

お客様宅にて約2時間正座で商談を行った後、立ち上がろうとした際に足が痺れて

いたため、バランスを崩し転倒し、左足の先を捻った。
51

10

～

29

6
15～

16

営業所までお客様の送迎を行う際に、お客様の荷物の積み降ろし作業を日頃から

行っており、1日に20回～30回ピストンで送迎や荷物の積み降ろしを行っていたた

め、肩の筋肉が損傷し、以前から痛めていて蓄積された傷が、ここ最近貨物車の内

装（床）を改装したために荷物を持ち上げる回数が増え、肩・肘・腰に負担がかか

り、肩に異常な衝撃が加わり、内筋が断裂し激痛がはしった。

66

100

～

299

7 11~12
両替釣り銭が入ったカバンを持ちながら、車に乗り込もうとした際、バランスを崩

し右膝に激痛が走り、動けなくなった。
46

1～

9

7 15~16

酒売場で商品の移動をしている時350ml×24本入りケースを持ちながら横歩きを7

往復ほど繰り返し行い、最後のケースを中腰のまま奥から取り出し、持ち上げたと 43

30

～



きに腰に過大な負担がかかり、腰から右臀部にかけて激痛が走った。 49

7
18～

19

会社の2階と1階を入れ替えるため、朝から社屋内で引っ越し作業を行っていた。

重い書類入り段ボール箱を、徒歩と手作業により、階段を数十回上がったり下がっ

たりしたため、夕方に腰に激痛を感じたが、我慢して翌日以降も仕事を継続した。

その後、腰に激痛がはしり動けなくなり、救急車で病院に運ばれた。

58
1～

9

7 0～1
搬送業務の研修を行っているときに、寝台車のストレッチャーの使用方法を誤り、

腰に過度の負荷がかかってしまい、腰を痛めた。
52

10

～

29

7
16～

17

花の配達に訪れた際、バケツのまま一輪車で運んでいたとき、舗装のないでこぼこ

の箇所でバランスを崩し、横に倒れそうになったときに、防ごうとして思いきり体

を捻り、左脇腹を負傷した。

28

10

～

29

7
20～

21

商品（おしぼり）を配達していたとき、訪問先の建物内にある階段を降りてい

て、10段あるかないかのあまり高さはない階段であったが、右足を挫いてしまっ

た。 捻挫したのかと思い様子をみていたが、痛みが強くなり、患部を確認すると

腫れが酷く、病院を受診したところ、右足甲を骨折していた。

51
1～

9

7
17～

18

レンタル商品交換のため、マット・モップ・他商品を持って階段を下りて店内へ移

動しようとしたときに、誤って左足を捻ってしまった。 そのとき軽い痛みを感じ

ていたが、そのまま仕事を続け、事務所に帰社後、全ての業務を終了した。 その

後、退社するため営業車で駐車場まで移動し、助手席より降りようとした際に、隣

の車にドアをぶつけないようにするため、無理な体勢で左足から降りたときに着地

が悪く、捻った左足首を更に捻ってしまった。

35

100

～

299

9
10～

11

店舗内の階段で、商品を運びながら移動している際、足元がよく見えない状態とい

うこともあり、左足をひねり負傷した。 左足首の靭帯損傷及び左足踵打撲と診断

された。

35

10

～

29

9 8～9
納配業務の為、短時間に多数の重量物の出荷準備中、荷物を持った際に腰に負担が

かかり、負傷した。
60

1～

9

10～
事業所内で、ペーパータオル1ケースが入ったダンボール（40×75×25cm）を持 10



9
11

ち、販売倉庫から営業車へ向かう途中、ダンボールで足元が見えず、15cmの段差

につまずき右膝をひねった。

30 ～

29

10
14～

15

営業先に於いて、商品を持って車から降りようとしたところ、ステップを踏み外し

て右足首を痛め、その際、バランスを崩して倒れそうになったため、体をかばおう

として左肘をついたところ骨折となったもの。

37

10

～

29

10
9～

10

トラック積み込み作業を行っていた時、機材の梱包を荷作りする為、鋼製踏板のバ

ラテックにて機材を手で運んでいたところ、突然、腰に痛みが走り、動けなくなっ

てしまった。

48

50

～

99

10 8～9

ミュージアムのドーナツ手作り体験の準備のため、水（3?）が入ったガロンメ

ジャーに前屈みの体勢で氷を大量に入れ、それを持ち上げた時に腰を痛め、動けな

くなった。

35

30

～

49

10
14～

15

下処理室で、調理台の掃除をしている際床を掃除していた別の従業員が開けた、グ

リストラップに気付かずグリストラップに右足から落ち、右足首を靱帯損傷した。
63

1～

9

11
14～

15

レンタカー引き取り時、他店舗スタッフ運転にて、道路に進入する際（信号有、青

になり出発）、対向車両もいた為、強くアクセルを踏み出発した。 右折した際、

強い遠心力がかかり、左首、左肩を負傷した。（助手席に乗車中）

36
1～

9

11
16～

17

片付け作業をしようとしたところ、置場内入口の段差で躓き、よろけてしまった。

その際バタ角にぶつかり、背中と首を痛めた。
56

30

～

49

11 8～9
資材倉庫にて材料運搬中、踏板を背負って歩いていたところ地面がぬかるんでいた

ところを歩いてしまった為に滑ってしまい、右足首を捻った。
22

1～

9

12 14~15
スキー場にてパラレルとストップの練習のデモンストレーションを行った際に左足

をひねり膝を負傷した。
21

100

～

299

12 14~15
作業室においてランケーブルのモールに足を引っかけてバランスをくずし右足の甲

をひねった際に右足小指のつけ根を骨折し、右第5中足骨骨折と診断された。
48

1～

9

防災倉庫整理作業と大型テントを搬入する際に、腰に負担がかかった状態が続き、
300



12 10~11
腰を損傷した。

53 ～

499

12 14~15

客先で11?の水を運んだり、客先の水のサーバーを店に持ち帰りメンテナンス作業

をして、再び届けたり、業務用の重いマット交換を行ったり、日々の蓄積で、腰へ

の負荷がかかっていった。 以前に腰部脊椎管狭窄症で手術をしたが、当該業務が

起因して、再び腰部脊椎管狭窄症の手術をしたあと、隣接傷害を起こしたものであ

る。

59

100

～

299

12 14~15
会社の社内で、年末の大掃除中に、本棚を清掃中に本を手で寄せたときに、左手首

を痛めた。
35

1～

9

12 15~16

勤務先マンションの共用部分にて、6機あるエレベーターのレール（下部の溝）の

拭き掃除を、腰をかがめた体勢で行った。 汚れが酷かったため、数日間に及んで

拭き掃除を行ったことが原因で、腰痛を発症した。 後日、腰椎を圧迫骨折してい

たことが判明した。

66

100

～

299

12 16~17

ヤードにて、ユニットハウスの点検表を記入している際に、隣で別の人がハウスを

洗っていた水が自分にかかりそうになったので、避けようと咄嗟に後ろにステップ

したとき、ふくらはぎに痛みがはしった。

43

10

～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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